
２０１３年度事業活動報告 

Ⅰ．はじめに 

「ネットワヸク SAITAMA２１運動」（ネット２１運動）は、地域の NPO や市民（団体） 

と連携し、労働組合のもつスケヸルメリットと労金ヷ全労済ヷパルシステム埼玉などの協同事

業団体の機能を最大限活かし、支えあいヷ助け合いの地域ネットワヸクを結び広めて「共生の

地域社会づくり」をめざす運動です。 

２０１３年度も、①共生の地域社会づくりへの積極的な参画、②勤労者の生涯にわたる暮ら

しのサポヸト活動、③市民社会との連帯と協働、の３つの柱を基本として、以下の３つのプロ

グラムを重点に、「ネット２１運動」の普及とＮＰＯ等との連携交流に取り組んできました。 

また、「特別事業」として、引き続き震災支援活動も行いました。 

 

１．ライフサポヸトヷプログラム 

ヷ出前講座方式による各種「暮らし応援セミナヸ」の開催 

ヷ「暮らし応援セミナヸ」プログラムの整備ヷ拡充  

２．ボランティアサポヸトヷプログラム 

ヷ「シニア人財バンク」の活動（登録者の現況調査、インタヸンシップの案内、等） 

ヷ「シニアヷボランティアネット２１」の機能の見直しヷ改善 

ヷ自然環境ボランティアの促進、自然環境体験（尾瀬、ときがわ） 

３．ＮＰＯサポヸトヷプログラム  

  ヷ「ＮＰＯ訪問ツアヸ」の開催 

ヷ「勤労者のための、ＮＰＯインタヸンシップ体験事業」の開催 

ヷ「ＮＰＯ応援ヷ物品助成プログラム」「小額助成プログラム」の実施 

ヷ地域におけるＮＰＯと連携ヷ協働ヷ交流活動 

４． 「ネット２１運動」の普及ヷ定着に向けた広報ヷ宣伝活動 

ヷ「ワンコイン（５００円）運動」展開による、ボランティアヷカヸドの普及ヷ拡大 

ヷ協賛企業の拡大 

  

Ⅱ．運営委員会と評議員会 

１．運営委員会の役員体制 

 「ネット２１運動」運営規約第７条に基づいて設置された、２０１２年～２０１３年度の運

営委員会の役員体制は以下のとおりです。 

        

２０１２年～２０１３年度運営委員会役員体制 

＜任 期 2012 年４月１日～2014 年３月３１日＞ 

                                          

委 員 長        金  井  浩  （連合埼玉副会長）         

副委員長        鈴 木 重 行 （中央労働金庨埼玉県本部副本部長） 

（＊前任者：島﨑 映智） 

事務局長        竹 花 康 雄 （埼玉労福協専務理事） 



事務局次長    佐 藤 道 明 （連合埼玉事務局長） 

委  員      増 田 貴 也 （連合埼玉副事務局長）     

委  員      山 崎 泰 宏 （連合埼玉執行委員ヷ自動車総連） 

               （＊前任者：鈴木 満） 

委  員      田 口 文 男 （連合埼玉執行委員ヷ情報労連）  

委  員      宇野澤 慎 一 （全労済埼玉県本部総務部長） 

（＊前任者：三木 忠））  

委  員      高 田 則 夫 （パルシステム埼玉まちづくりヷ福祉推進課長）  

（＊前任者：一ノ瀬 正人）  

委  員      村 田 惠 子 （さいたまＮＰＯセンタヸ専務理事） 

委  員      三 浦 匤 史 （さいたまＮＰＯセンタヸ理事） 

（＊前任者：東 一邦） 

監  事      小 穴 真一郎 （連合埼玉副事務局長）    

監  事      赤 井 正 幸 （中央労働金庨さいたま支店長） 

        

                    ＊氏名下段（ ）内は途中交代の前任者 

  

２．運営委員会の開催 

   事業活動計画の具体的な企画と活動の実践を図るために、計６回開催しました。 

 

（１）「第１回運営委員会」 

＜開 催 日＞ ２０１３年４月１９日（金）１０：００～ 

＜場 所＞ 連合埼玉会議室 

＜報告事項＞ 

１．「ネット２１」ホヸムペヸジの見直しについて            

   ２．その他  

  ＜協議事項＞  

１．２０１２年度「事業報告」ヷ「会計報告」（案）について 

   ２．２０１３年度「事業活動計画」ヷ「収支予算」（案）について 

３．２０１３年度 運営委員会委員及び評議委員の体制について 

 （２０１２～２０１３年度体制の一部見直し、交代について） 

４．「ネットワヸクＳＡＩＴＡＭＡ２１運動」運営規約 等の一部改定について 

５．２０１３年度「評議員会」の開催について 

   ６．震災支援活動について 

   ヷ２０１２年度の支援活動について（活動報告、会計報告） 

   ヷ２０１３年度の支援活動について 

   ７．その他 

ヷＮＰＯ応援ヷ小額（物品等）助成について（事後承認） 

 

（２）「第２回運営委員会」 

＜開 催 日＞ ２０13 年 6 月 28 日（金）９：３０～ 

＜場 所＞ 連合埼玉会議室 



＜報告事項＞  

１．２０１３年度「第１回評議員会」の開催について 

  ２．その他  

  ＜協議事項＞ 

１．当面の事業の開催要綱について 

  １）ボランティアサポヸトヷプログラム 

     ①夏休み親子自然体験２０１３「山の学校 in ときがわ 開催要綱、実行委員体制など 

   ②尾瀬の自然に学ぶ「夏休み自然体験２０１３」開催要綱、実行委員体制など 

  ２）NPO サポヸトヷプログラム＞ 

    ①NPO 応援ヷ物品助成事業について 

   ②NPO 応援ヷ小額（物品等）助成事業について 

  ３）特別事業（震災支援）について 

    ①福玉バス：GW 運行について（報告） 

    ②「山の学校 in ときがわ」、他、今後の支援事業について 

２．その他 

    ヷ２０１３年度ＮＰＯ訪問ツアヸの日程、訪問先について 

 

（３）「第３回運営委員会」 

＜開 催 日＞ ２０１３年９月３日（火）１３：３０～ 

＜場 所＞ 連合埼玉会議室 

＜報告事項＞ 

  １．尾瀬の自然に学ぶ「夏休み自然体験２０１３」  

  ２．夏休み親子自然体験２０１３「山の学校 in ときがわ」  

 ３．特別事業（震災支援）：「山の学校 in ときがわ」について  

４．ＮＰＯ訪問ツアヸについて   

５．出前講座の開催状況について 

６．その他 

 ＜協議事項＞ 

 １．ＮＰＯ支援物品助成事業について 

１）NPO 応援物品助成「パソコン寄贈」について 

  ２）NPO 応援物品助成「小額（物品等）助成」について 

  ２．ＮＰＯインタヸンシップについて 

３．特別事業：ママランチについて 

４．その他 

 

（４）第４回運営委員会 

＜開 催 日＞ ２０１３年１０月１８日（金）９：３０～ 

＜場 所＞ 連合埼玉会議室 

＜報告事項＞  

１．ＮＰＯ訪問ツアヸについて（報告書）  

  ２．ＮＰＯインタヸンシップについて（事前説明会） 

  ３．特別事業：「ママランチ in さいたま」について 



４．NPO 応援物品助成「小額（物品等）助成」について 

５．その他 

＜協議事項＞ 

 １． NPO 応援物品助成「パソコン寄贈」について ＊助成先の審査 

  ２． NPO 応援物品助成「小額（物品等）助成」運営要綱について 

３．ネット２１：ボランティアヷカヸドへの契約（覚書）企業ヷ団体について 

４．契約企業ヷ団体（覚書）の宣伝ヷＰＲ等（費用）について 

５．その他 

 

（５）第５回運営委員会 

＜開 催 日＞ ２０１３年１２月１９日（水）９：３０～ 

＜場 所＞ 連合埼玉会議室 

＜報告事項＞ 

１．特別事業：「ママランチ会 in さいたま」について   

２．ＮＰＯ支援物品寄贈：パソコン贈呈式、贈呈団体ヷ推薦団体懇談会について 

３．ＮＰＯインタヸンシップについて 

＜協議事項＞ 

 １．運営委員ヷ監事の交代について 

   ２．ＮＰＯ応援ヷ小額（物品ヷ等）助成について 

［審査案件１件］                        

  推薦団体（推薦書） ：さいたまＮＰＯセンタヸ         

助成先（申請書）  ：せせらぎコンサヸト市民企画委員会 

  助成物品      ：ＣＤプレイヤヸ（カスタムＣＤ-500） 

             見積価格￥53,550 （内：４万円の助成） 

 ３．小額（物品等）助成 運営要綱の見直しヷ検討             

  ４．契約企業ヷ団体について（覚書締結：２件）             

１）（一社）埼玉県物産観光協会  

  ２）お茶のはんだ  

３）（検討中）株式会社キョヸド―東京 

５．２０１４年度「ワンコイン運動」の展開について 

  １）２０１４年度版ボランティアヷカヸドのデザイン、台紙、案について  

  ２）ワンコイン運動の展開について 

６．その他 

  

（６）第６回運営委員会 

  ＜開 催 日＞ ２０１４年２月１４日（金）１０：００～ 

  ＜場 所＞ 連合埼玉会議室 

  ＜報告事項＞ 

１．ＮＰＯインタヸンシップについて ＜報告書＞ 

２．運営委員ヷ監事の体制について                    

  ３．小額（物品等）助成について（報告）             

  ４．その他 



   ヷアヸトフルゆめまつり 2014 の件（三浦委員からのＰＲ要請）    

  ＜協議事項＞ 

１．２０１４年度「ワンコイン運動」の展開について 

１）２０１４年度版 ボランティアヷカヸドについて      

①デザイン、台紙（案）について 、 ②ＡヷＢカヸドの単価について 

２）ワンコイン運動の展開について 

◇勉強会、研修会について ＊実施状況について 

◇カヸドの展開、申込締め切りについて（２月２８日）  

２．契約企業ヷ団体について（新規契約ヷ覚書）            

１）（株）アイエス（再契約） ＜コンサヸトヷ芝居ヷイベント等のチケット斡旋＞ 

 ２）健康中華庵青連 さいたま新都心店 ＜健康中華料理 10%割引＞ 

３）熟成和牛焼肉 丸喜  ＜浦和区仲町 10%割引＞ 

４）浦和椿山荘      ＜浦和ワシントンホテル内：10%割引＞ 

５）アルファクラブ武蔵野（株）＜婚礼 5%割引、宴会時乾杯酒サヸビス＞ 

３．２０１３年度事業の振り返りと２０１４年度事業について      

４．２０１４年度の役員体制についてについて 

  ①運営委員会の役員体制（運営委員ヷ監事）           

  ②評議員の体制について        

５．その他  

 

３．評議員会の体制 

２０１２年～２０１３年度「ネットワヸクＳＡＩTAMA２１運動」 

評 議 員 名 簿 

＜任 期 ２０１２年４月１日～２０１４年３月３１日＞ 

構 成 団 体 評議員氏名 所 属 団 体 名 

         

 

 

 

 

＜連合埼玉＞ 

 

         

１８名 

松 井  健 ＵＡゼンセン 

宮 崎 太 郎 サヸビスヷ流通連合 

永 野  勝 自治労   ＜前任者：持田明彦＞ 

野 田 泰 芳 ＪＰ労組  ＜前任者：鈴木昭＞ 

井 上  聡 ＪＥＣ連合 

長 竹  弘 私鉄総連 

馬 場 洋 文 フヸド連合 

鈴 木 昭 二 運輸労連 

文 木 英 史 印刷労連 

西 垣 栄 義 ＪＲ総連 

青 木 達 也 基幹労連 

倉 持 光 好 埼玉教組 

小 林 孝 徳 青年委員会 

上 杉 裕 子 女性委員会 

吉 田 雄 二 県央地域協議会 

松 原 尊 敬 朝霞ヷ東入間地域協議会 



＜前任者：土屋幸一＞ 

島 嵜  清 秩父地域協議会 

鈴 木 勝 宏 東部地域協議会 

＜埼玉シニア連合＞ 

２名 

生 方 文 人 埼玉シニア連合会長 

駒 込  登   埼玉シニア連合事務局長 

 

＜埼玉労福協＞ 

各事業団体 

５名 

高 田 孝 則 中央労金埼玉県本部営業担当部長 

＜前任者：鈴木重行＞ 

蓜 島 浩 二 全労済埼玉県本部事業推進部部長 

＜前任者：猿橋和則＞ 

小 川 龍 男 （株）埼玉勤労者サヸビス営業課長 

＜前任者：中山安正＞ 

仲 内 南 夫 パルシステム埼玉マネヸジメント推進 

松 本 幸 一 ときわ会館業務部次長 

＜前任者：江森英和＞ 

  

＜さいたまＮＰＯ 

センタヸ＞2 名 

松 本 卙 之 さいたまＮＰＯセンタヸ副代表 

小 杉 佐 智 子 さいたまＮＰＯセンタヸ専任委員 

 

４．評議員会の開催 

◆２０13 年度第１回評議員会 

＜開 催 日＞ ２０13 年５月 29 日（木）10：0０～ 

＜場 所＞ ときわ会館（大ホヸル） 

＜議  題＞  

１．２０１３年度 役員体制について 

２．２０１３年度「事業活動」報告について 

３．２０１２度度「収支決算」報告並びに監査報告について 

４．２０１３年度「事業活動計画（案）」について 

５．２０１３年度「収支予算（案）」について 

   ６．運営規約、会計処理規定、勘定科目の一部改訂 

７．震災支援の取り組みについて 

 

Ⅲ．２０１３年度事業活動 

２０１３年度は、下記３つのプログラム及び特別事業（震災支援）を実施しました。 

 

１．ライフサポヸトヷプログラム 

（１）暮らしの応援ヷ出前セミナヸ 

  ヷ生活ヷ暮らしに関わる多様な研修メニュヸによる「暮らしの応援ヷ出前セミナヸ」は、連 

合埼玉の産別組織ヷ加盟組合や地域労福協、埼玉シニア連合、労金（支店）などで１６セ 

ミナヸ：２２講座が開催され、のべ７７２人が受講されました。（昨年２３講座） 

                                ＜資料－１＞ 

 



（２）未組織ヷ生活困窮者支援 

 ヷ未組織労働者も含め、広い意味での勤労者のライフサポヸト（生活ヷ暮らしサポヸト） 

の観点から、反貣困運動、多重債務対策、自殺防止などの取り組みに対する支援（相談

会等の助成等）を行うこととしていますが、具体的な助成はありませんでした。 

 

２．ボランティアサポヸトヷプログラム 

（１） シニア人財バンク制度 

 ヷ「シニア人財バンク」は、自分の特技や趣味を活かし、ボランティア活動などを通じて地域

社会に「貢献したい、参加したい」と思っている５０才以上の方に登録してもらい、登録

者にボランティア活動、ＮＰＯ活動などを紹介ヷ案内する制度です。 

現在の登録者（名簿上登録者５１名）の方には、ＮＰＯインタヸンシップへの参加案内を

行っていますが、２０１３年度は３名の方に参加いただきました。 

（２）自然環境ボランティア促進事業ヷ自然環境体験事業 

自然環境ボランティアや自然環境体験の場として、東京パワヸテクノロジヸ（旧尾瀬林

業を統合）の協力のもとに、「尾瀬の自然に学ぶ、夏休自然体験 2013」を実施すると

ともに、自然環境の保護ヷ保全及びその体験事業を積極的に進めている「ときがわ山里

文化研究所」と協働し「山の学校 in ときがわ」を実施しました。 

  ①「尾瀬の自然に学ぶ、夏休み自然体験２０１３」 

＜開催日＞ ２０１３年７月２８日(日)～２９日(月) １泊２日 

＜場 所＞ 尾瀬ヶ原ヷ東電小屋 

＜参加者＞ ８名（スタッフ含む）  

② 親子夏休み体験プラン２０１３「山の学校 in ときがわ」 

＜開催日＞ ２０１３年 ８月１０日（土） 

＜場 所＞ ときがわ町 

＜参加者＞ １３３名（スタッフ含む） 

  

３．NPO サポヸトヷプログラム 

（１） NPO 支援事業 

１）「ＮＰＯ応援ヷ物品助成プログラム」 

２０１３年度も１０団体へパソコンの寄贈を行い、連合埼玉の第１３回定期大会の席上

で贈呈式を行いました。    ［パソコン助成先ＮＰＯヷ市民団体］ 

 ＜ 資 料 － ２

＞ 

２）「ＮＰＯ応援ヷ小額（物品等）助成プログラム」 

   昨年度からパソコン以外の物品など（４万円を基本）を主に助成するプログラムを実施 

し、推薦のあった４団体に助成を行いました。             

＜ 資 料 ― ３

＞ 

（２）NPO 活動への参加者拡大事業 

１）「ＮＰＯ訪問ツアヸ」 

    連合埼玉や福祉事業団体など、各組織ヷ団体は各々が地域や社会に目を向けた活動、社 

会貢献活動に取り組んでいます。この事業は、まずは、それらの組織ヷ団体の役員ヷ職員 



の皆さん自らが、地域で活動している NPO を「知ろうヷ見ようヷ学ぼう！」との目的で 

２００９年度からスタヸトした事業です。 

 [２０１３年度ＮＰＯ訪問ツアヸ] 

◇２０１３年８月２６日（月） ９：００ＪＲ川越駅西口集合 

  ◇参加者１０名（内スタッフ２名） 

  ◇訪問先 ５ヵ所     

  ①ＮＰＯ法人 パン工房カウベル         

  ②ＮＰＯ法人 在宅介護支援グルヸプ「暖手」     

  ③ＣＡＦＥ ＳＯＬＡＲＥ（昼食）             

      ④ＮＰＯ法人 サポヸトあおい （ワヸクセンタヸ せんば）          

  ⑤川越子育てネットワヸク（連雀町集いの広場もんちっち）                 

  ◆ネット２１川越事務所 ＜意見交換後解散  

     ＜参加者＞ 

     金 子 喜美代 （ゴム連合：藤倉ゴム工業労働組合） 

      萩 原 孝 夫  （連合埼玉ユニオンアドバイザヸ） 

      砂 田  謙   （連合埼玉ユニオンアドバイザヸ） 

      平 山 茂 樹 （川口ヷ戸田ヷ蕨地域労福協） 

      鈴 木 春日人 （川越ヷ西入間地域労福協） 

   石 川 栄 二 （中央労金川越支店 支店長） 

      小 川 龍 男 （株式会社 埼玉勤労者サヸビス 営業課長） 

      並 木 節 子 （さいたまＮＰＯセンタヸ 職員） 

      村 田 恵 子 （運営委員：さいたまＮＰＯセンタヸ 専務理事） 

      竹 花 康 雄 （事務局長：埼玉労福協 専務理事） 

       

２）勤労者のための「ＮＰＯインタヸンシップ体験事業」 

    勤労者や定年退職者などが地域社会に積極的に参加することを支援する事業として実施 

しています。 

 ①「事前説明会」と「報告会」の開催（体験者５名：体験先５団体） 

  ◇「事前説明会」 

   日 時 ２０１３年１０月５日（土）１０：００～１２：００ 

   会 場 さいたま市「あけぼのビル」５０２号室 

   内 容 ヷ参加者自己紹介（体験先ＮＰＯヷ体験者） 

       ヷ「ネット２１運動」について 

       ヷミヸティング（体験先ＮＰＯと体験者の体験日程等について） 

    ◇「報告会」  

     日 時 ２０１３年１２月２１日（土） 

     会 場 さいたま市「あけぼのビル」５０２号室 

     内 容 ヷインタヸンシップ体験者報告 

         ヷ受入れＮＰＯ報告、意見交換会 等 

②体験受入れＮＰＯと体験者 

  ◇越谷介護保険サポヸタヸズクラブ（越谷市） 



    よりよい介護生活を送るために、介護に関する情報提供を行ったり、介護相談ヷ情

報丌足に答える電話相談活動を実施。 

    高齢者の集いの場として、「ふらっとサロン」を運営している。 

ヷ体験者：藤根 実（連合埼玉：アドバイザヸ）  

  ◇ＮＰＯ法人 冒険遊び場ネットワヸク草加（草加市） 

プレヸリヸダヸに見守られながら、廃材などを使って子どもたち自身が「自分の責

任で自由に遊ぶ」をモットヸとした創造的な遊び場を提供している。 

   ヷ体験者：森田 行男（シニア人財バンク登録者） 

  ◇暮らしネットヷえん（新座市） 

    高齢になっても、障がいがあっても、大人も子供も共に生きる地域社会をつくるこ

とを目的に、介護サヸビスを行っている。 

     ヷ体験者：斎藤 武治（シニア人財バンク登録者）      

◇ＮＰＯ法人 さいたまＮＰＯセンタヸ（さいたま市浦和区） 

      社会貢献活動や社会変革のための市民の様々な活動（ＮＰＯや市民団体など）の支

援とネットワヸクづくりをすすめる活動をしている。 

      また、さいたま市市民活動サポヸトセンタヸをさいたま市より受託して運営。 

     ヷ体験者： 世羅 正徳（シニア人財バンク登録者） 

    ◇ＮＰＯ法人 わんぱくクラブ 

      障がい児ヷ者と家族の地域生活をサポヸト。アフタヸスクヸルわんぱく（放課後等

デイサヸビス）、わんぱくキッズ（就学児のサポヸト）、サポヸトわんぱく(一時預か

り、外出援助）を運営している。 

ヷ体験者： 峰岸 幸恵（丸広労組） 

 

４．特別事業（震災支援）について 

  １）福玉バス（GW 版）の運行  

    ＜いわき便＞ 

   [４/27(土)]  △いわき駅(9:00 発)→（騎西高校経由）→ さいたま新都心 

       9 名   ▽さいたま新都心(15:30 発)→（騎西高校経由）→ いわき駅 

     [４/28(日)]  ▽さいたま新都心(9:00)→（騎西高校経由）→ いわき駅 

２７名   △いわき駅(16:30)→（騎西高校経由）→ さいたま新都心 

＜中通り便＞ 

   [５/３(金)]   ▽さいたま新都心(16:30 発)→（郡山）→ 福島駅(21:20) 

      １３名  

     [５/５(日)]   △福島駅(10:00)→（二本松ヷ郡山）→ さいたま新都心(17:50) 

５名    

                                             ※計５４名が利用しました。 

  ２）山の学校 in ときがわ（震災支援版）  

＜開催日＞ ２０１３年 ８月１１日（日） 

＜場 所＞ ときがわ町 

＜参加者＞ ８５名（スタッフ含む）が参加しました。 

  ３）茶摘みヷお茶会                    

    ※期間中の、茶摘み畑、お茶づくり体験場所の予約がとれず、中止としました。 



  ４）子育て支援（ママさん交流会：ママランチ会）       

      ＜開催日＞ ２０１３年 １１月２４日（日） 

＜場 所＞ ヘリテイジ浦和ヷ別所沼公園 

＜参加者＞ 大人１２名（スタッフ含む）、子ども１５名 が参加しました。 

 

５．「ネット２１運動」の普及ヷ定着に向けた広報ヷ宣伝活動 

（１）ワンコイン運動の展開 

２０１３年度版ボランティアヷカヸドは昨年に引き続きＡヷＢ２種類のカヸドを設定し、

各組織ヷ団体において勉強会ヷ説明会などを実施して「ワンコイン（５００円）運動」の

展開を行い、１３,１８０枚のボランテイアヷカヸド発行となりました。        

＜Ａ11,000 枚、Ｂ2,180 枚（予備含む）＞ 

（２）協賛企業の拡大 

昨年４月以降、新たに１１の企業ヷ団体と契約（覚書）しましたが、契約終了の企業が

１ 

カ所あり、契約企業ヷ団体は２０１４年４月１日月現在で３３カ所となりました。 

                                ＜資料―４＞ 

 

                                   以上 

 


